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建
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）
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司

議
員
（
一
新
会
）

学
校
給
食
に
つ
い
て

自
校
直
営
方
式
を
継
続
し

正
規
職
員
の
配
置
を
。

ア

ル
ミ
食
器
を
改
善
す
べ
き
。

地
元
野
菜
、
国
産
小
麦
の

パ
ン
を
供
給
せ
よ
。

中
学

校
に
給
食
の
実
施
を
。

教
育
長

調
理
業
務
に

関
し
て
民
間
委
託
方
式
を
研

究
。

食
器
に
つ
い
て
は
、

研
究
し
て
い
る
。

地
元
野

菜
を
積
極
的
に
利
用
し
た

い
。
中
学
校
給
食
は
、生
徒

の
発
達
や
運
動
量
な
ど
に
個

人
差
が
あ
り
一
人
ひ
と
り
の

ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
な
い
。

家
で
の
工
夫
が
重
要
。
中
学

校
給
食
は
考
え
て
い
な
い
。

学
童
保
育
に
つ
い
て

今
後
ま
す
ま
す
入
所
の
要

望
が
増
え
る
中
で
、
児
童
が

安
心
し
て
遊
び
、
生
活
で
き

る
施
設
の
拡
充
を
。

指
導

員
の
身
分
保
障
と
待
遇
改
善

を
。

長
期
休
暇
の
保
育
時

間
に
つ
い
て
、
働
く
親
の
条

件
に
合
わ
せ
て
開
所
時
間
を

早
め
よ
。

学
童
の
対
処
を

六
年
生
ま
で
、
拡
大
を
。

教
育
部
長

今
の
所
、

プ
レ
ハ
ブ
教
室
は
、
考
え
て

い
な
い
。

指
導
員
の
身
分

に
つ
い
て
は
パ
ー
ト
職
員
の

制
度
は
変
え
な
い
。

長
期

休
暇
の
保
育
時
間
は
学
校
の

始
業
時
か
ら
と
い
う
こ
と

で
、変
更
し
な
い
。
学
童
の

対
象
は
国
の
要
項
に
基
づ
き
、

三
年
生
ま
で
と
し
夏
休
み
は

四
年
生
ま
で
受
け
入
れ
る
。

女
性
問
題
に
つ
い
て

女
性
セ
ン
タ
ー
を
早
期

に
。
い
つ
ま
で
に
設
置
す
る

の
か
計
画
を
示
せ
。

審
議

会
や
協
議
会
に
占
め
る
女
性

給食の配膳を行う小学生（大住小）

の
割
合
は
、今
、

６
％
、目

標
の

％
へ
の
計
画
は
。

庁
内
の
女
性
管
理
職
の
比
率

ア
ッ
プ
を
。

男
女
共
同
参

画
条
例
の
制
定
を
早
期
に
。

市
長
公
室
長

既
存
の

施
設
の
活
用
等
の
具
体
的
検

討
、
体
制
に
つ
い
て
進
め
て

い
る
。

審
議
会
等
の
女
性

比
率
に
つ
い
て
、
庁
内
男
女

共
同
参
画
推
進
会
議
に
お
い

て
協
議
す
る
。

性
別
に
と

ら
わ
れ
ず
個
々
の
能
力
に
応

じ
た
適
材
適
所
で
の
登
用
を

進
め
た
い
。

男
女
共
同
参

画
条
例
に
つ
い
て
策
定
の
検

討
は
し
て
い
る
。
時
期
は
未

定
。
男
女
共
同
参
画
基
本
計

画
に
つ
い
て
、
本
年
度
市
民

意
識
、
実
態
調
査
を
す
る
。

三
月
議
会
で
の
付
帯
決

議
に
基
づ
き
、
学
校
の
安
全

対
策
の
具
体
化
に
つ
い
て
回

答
さ
れ
た
い
。

教
育
部
長

付
帯
決
議
に

基
づ
き
、

教
室
か
ら
職
員

室
へ
の
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

の
整
備

職
員
室
、
教
室
の

入
り
口
扉
の
ガ
ラ
ス
を
透
明

ガ
ラ
ス
に
入
れ
替
え

校
門

等
の
オ
ー
ト
ロ
ッ
ク
施
錠
の

整
備

万
が
一
の
侵
入
に
備

え
刺
股
、
ネ
ッ
ト
ラ
ン
チ
ャ

ー
等
の
備
品
配
置
を
行
う
。

ま
た
、
内
容
に
よ
っ
て
は
補

正
対
応
を
行
い
順
次
早
急
に

整
備
し
た
い
。

少
人
数
学
級
の
導
入
を

実
施
せ
よ
。

教
育
長

少
人
数
学
級
に少人数学級で授業を受ける子どもたち

つ
い
て
は
、
今
年
度
田
辺
東

小
学
校
の
三
年
生
に
少
人
数

学
級
編
成
を
実
施
し
た
。
今

後
に
お
い
て
も
各
学
校
の
様

子
を
十
分
協
議
し
て
対
応
し

て
い
き
た
い
。

京
田
辺
市
青
少
年
を
守

る
会
の
公
金
不
正
使
用
問
題

に
対
す
る
、
市
教
委
の
検
査

結
果
報
告
を
求
め
る
。

教
育
部
長

公
認
会
計
士

に
よ
る
調
査
が
実
施
さ
れ
、

平
成

年
度
１
２
４
万
６
２

２
１
円
、
同

年
度
３
８
０

万
６
７
３
４
円
、
同

年
度

２
０
２
万
８
２
９
円
、
同

年
度
２
３
８
万
８
８
３
円
の

計
９
４
５
万
４
６
６
７
円
の

使
途
不
明
金
が
判
明
し
た
。

既
に
会
計
責
任
者
が
６
回
に

分
割
し
て
６
月

日
ま
で
に

全
額
返
済
す
る
と
報
告
を
受

け
て
い
る
。
今
後
、
共
催
事

業
を
実
施
す
る
か
否
か
は
、

一
定
の
実
績
を
見
定
め
、
判

断
し
た
い
。

財
政
が
厳
し
い
折
、
高

い
落
札
率
を
下
げ
れ
ば
、
ム

ダ
を
な
く
せ
る
。
市
は
ど
う

取
り
組
ん
で
き
た
の
か
。

建
設
部
長

条
件
付
き
一

般
競
争
入
札
の
導
入
、
予
定

価
格
等
の
事
前
公
表
、
工
事

費
内
訳
書
の
提
出
義
務
づ

け
、
入
札
参
加
資
格
停
止
の

厳
格
化
な
ど
制
度
改
革
を
進

め
た
結
果
、
落
札
率
は
、
平

成

年
度

％
、
同

年
度

％
、
同

年
度

％
、
同

年
度

％
と
低
下
。今
後
、

電
子
入
札
の
実
施
も
含
め
、

一
層
透
明
度
の
高
い
入
札
制

度
に
向
け
、
改
善
を
進
め
て

い
き
た
い
。

同
志
社
田
辺
校
地
が
開

校
さ
れ
て
間
も
な
く

年
に

な
る
。
本
市
の
イ
メ
ー
ジ
効

果
と
経
済
効
果
は
非
常
に
大

同志社田辺
校地までの

興戸駅から歩いて大学へ向かう学生

き
い
も
の
が
あ
る
。
学
部
等

の
充
実
に
よ
り
通
学
す
る
学

生
の
数
も
非
常
に
増
加
し
て

い
る
が
、
最
寄
り
駅
で
あ
る

近
鉄
興
戸
駅
、

同
志
社
前

駅
か
ら
通
称
田
辺
坂
ま
で
の

府
道
や
市
道
は
未
整
備
の
ま

ま
で
あ
る
。
今
後
の
土
地
利

用
計
画
の
見
直
し
を
含
め
通

学
さ
れ
る
学
生
の
た
め
に
府

道
、
市
道
の
整
備
が
必
要
で

あ
る
が
市
の
考
え
は
。

建
設
部
長

近
鉄
興
戸
駅

か
ら
同
志
社
大
学
等
へ
の
通

学
道
路
は
、
近
鉄
沿
線
西
側

の
市
道
和
井
田
垣
内
線

府

道
八
幡
木
津
線
を
渡
る
陸
橋

が
通
学
道
路
と
さ
れ
て
い
る

が
別
路
線
を
通
り
、
府
道
八

幡
木
津
線
へ
通
行
し
て
い
る

事
は
危
険
で
あ
り
適
正
な
通

学
を
行
う
よ
う
要
請
し
た
い
。

助
役

近
鉄
興
戸
駅
か
ら

の
学
生
の
歩
行
者
通
学
道
路

の
整
備
に
つ
い
て
は
、
今
後

同
志
社
大
学
と
十
分
協
議
を

重
ね
、
防
犯
上
の
対
応
も
含

め
よ
く
検
討
し
た
い
。
今
後

あ
の
地
域
全
体
の
土
地
利
用

の
あ
り
方
等
を
踏
ま
え
て
よ

く
議
論
し
た
い
。

昭
和

年
頃
か
ら
郷
土

史
会
と
老
人
会
を
中
心
に
収

集
さ
れ
、
ま
た
市
民
よ
り
寄

付
を
受
け
た
民
具
等
の
資
料

が
約
２

３
０
０
件
以
上
あ

る
が
、
現
在
の
保
管
場
所
で

あ
る
旧
草
内
保
育
所
は
万
全

で
は
な
い
と
思
う
。
事
故
の

起
こ
ら
な
い
内
に
収
蔵
庫
等

に
保
管
す
る
必
要
が
あ
る
が

市
の
考
え
は
。

教
育
部
長

歴
史
民
族
資

料
館
に
つ
い
て
は
、
長
期
に

整
備
す
る
施
設
と
し
て
生
涯

学
習
の
拠
点
と
な
る
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
に
併
設
す
る
施

設
と
し
て
検
討
し
た
い
。
保

管
し
て
い
る
収
蔵
資
料
に
つ

い
て
は
、
現
在
の
施
設
が
老

朽
化
し
て
お
り
問
題
も
あ
り
、

こ
れ
を
適
切
に
収
蔵
、
保
管

す
る
た
め
の
施
設
に
つ
い
て

も
並
行
し
て
検
討
し
た
い
。

教
育
長

市
民
の
皆
さ
ん

方
か
ら
、
大
変
貴
重
な
民
具

を
た
く
さ
ん
お
預
か
り
し
て

い
る
。
安
全
面
や
管
理
面
に

気
を
つ
け
て
心
配
の
な
い
よ

う
に
し
て
い
き
た
い
。

る
交
通
機
関
の
確
保
、
整
備

は
自
治
体
の
大
き
な
責
務
で

あ
る
。
と
り
わ
け
、
障
害
者
、

高
齢
者
や
運
転
免
許
を
持
た

な
い
住
民
、
児
童
・
生
徒
に

と
っ
て
は
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
も
の
で
あ
る
。
地
域
の

実
情
に
応
じ
た
公
共
交
通
を

構
築
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
公
的
施
設
へ
の
交
通
機

関
の
充
実
、
利
便
性
は
市
民

の
切
実
な
願
い
で
あ
る
。
他

自
治
体
の
先
進
的
事
例
に
も

学
び
、
早
急
に
市
内
循
環
バ

ス
の
運
行
、
そ
の
た
め
の
協

議
会
の
設
置
を
。

経
済
環
境
部
長

市
民
の

動
線
と
い
う
観
点
か
ら
公
共

住
民
の
移
動
手
段
で
あ

施
設
を
つ
な
ぐ
よ
う
な
動
き

は
な
い
。庁
内
論
議
で
は
乗

る
人
が
い
る
の
か

と
い
う

声
も
あ
り
、
路
線
の
設
定
、

運
行
な
ど
難
し
い
。

助
役

自
治
会
な
ど
か
ら

要
請
、
要
望
は
届
い
て
い
な

い
。
実
施
で
き
る
だ
け
の
環

境
に
な
い
。

現
在
銭
湯
は
、
内
風
呂

の
普
及
や
ス
ー
パ
ー
銭
湯

が
で
き
る
中
で
利
用
者
が
減

少
し
、
維
持
管
理
が
厳
し
い

状
況
に
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
内
風
呂
の
な
い
方
や
憩
い

と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
る
方
々
に

と
っ
て
地
域
に
な
く
て
は
な

ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
銭
湯

を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と
し

て
増
改
築
し

コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
銭
湯

と
し
て
活
用
し
た

り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力

も
得
て

デ
イ
銭
湯

と
し

て
取
り
組
ま
れ
て
い
る
自
治

体
が
あ
る
。身
近
な
銭
湯
を
、

よ
り
健
康
保
持
と
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
場
と
し
て
の
活
用
を
。

経
済
環
境
部
長

既
に
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と
な

っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

近
鉄
新
田
辺
駅
東
口

は
、
高
齢
者
や
障
害
者
の
方

は
も
ち
ろ
ん
、
利
用
さ
れ
て

い
る
方
々
か
ら
バ
リ
ア
フ
リ

ー
へ
の
要
望
が
強
く
出
さ
れ

て
い
る
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設

置
、通
路
の
車
止
め
の
撤
去
、

放
置
自
転
車
の
抜
本
的
対

策
、
駅
前
道
路
の
交
通
規
制

な
ど
、
市
の
対
策
は
。

経
済
環
境
部
長

車
い
す

で
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
い

つ
で
も
介
護
で
き
る
体
制
に

な
っ
て
い
る
。
車
止
め
の
撤

去
の
要
請
は
考
え
て
い
な
い
。

精華町内を走るコミュニティバス

年（平成 年） 月 日




